
Stories

　みなさん、中大アスリートで初めてオリンピックに出場

した人物は？と問われたら、いったい誰と答えるだろうか。

　答えは、田代菊之助。田代と聞いて、どれほどの人がピ

ンとくるだろうか。初めて耳にされる方も多いだろう。

　今から 92年前の 1924 年、当時、中央大学専門部経済

学科 2年生で競走部（後の陸上競技部）に所属していた

田代は、この年行われた国内予選を見事に突破してオリン

ピックの日本代表の一員となり、パリで 5月から 7月に

かけて開催された第 8回大会に出場した。

　この大会で田代が出場したのは 10000mとマラソンで

あった。その結果は棄権と途中棄権であった。陸上競技に

は田代を含め 8人が出場したが、三段跳びで 6位入賞し

た織田幹雄（広島高等師範）を除いて、成績は押し並べて

振るわなかった。

　6月 26日、競技を間近にした田代は佐藤正之中央大学

理事宛に一通の手紙を出した。そこには、現地到着後、長

い船旅による疲労の蓄積もあってか、病に犯され医者から

歩行禁止を命じられ無念にも 10000mは出場不能となっ

たこと、またマラソンについては全力を尽くす考えである

が、成績には確信もなく「万一不結果の際は何卒天運と御

許し下さい」と、その心情が吐露されていた。

　7月 13日、マラソンに出場した田代が先頭を切って走っ

たことを当時の新聞は伝えている。万全の体調ではなかっ

● 新海誠アニメーション映画監督スペシャルトーク＆作品上映会

● 蓮池薫氏に聞く―島田敏男 NHK 解説副委員長

● 2010 年度卒業記念式典～５年後の再会～

● 第１回 白門駅伝大会

【テーマ：メキシコ　一般公開イベント】

詳細は本学公式 Web サイトにてお知らせ致します。11 月に情報公開予定。

10/23（日）多摩キャンパス

たが、気力を振り絞って奮闘した田代菊之助。ここに中大

アスリートのオリンピック出場という歴史の 1ページが刻

まれ、そこからオリンピックへの挑戦が始まったのである。

中大アスリート、オリンピックの第一歩

第 25 回ホームカミングデー 第 8 回インターナショナル・ウィーク開催

Team-Chuo や All-Chuo というフレーズを 1 つに統一。ChuoVision 2025 の実行に向け、中央大学にかかわるすべての方々の
思いを１つに。様々な分野で 1 位を目指すという意気込み、中央大学は中央大学らしく、という 3 つの思いを込めています。
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Events

11/28（月） 13:00 ～ 14:30 日系企業講演会 後楽園・5336 教室

11/29（火） 12:30 ～ 13:20 ルチャ・リブレ 多摩・セントラルプラザ

13:20 ～ 14:50 日系企業講演会 多摩・8203 教室

12/ 1  （木）11:00 ～ 12:15 メキシコ大使講演会 多摩・8308 教室

12:15 ～ 12:30 マリアッチ演奏 多摩・8308 教室

12:30 ～ 13:20 マリアッチ演奏 多摩・8 号館～キャンパスを移動しながら演奏

12/ 2  （金）16:40 ～ 18:10 スペイン語弁論大会 多摩・8303 教室

11/21（月）～ 12/3 (土)　終日　

　図書館展示（メキシコ関連図書／民芸衣装・工芸品）／多摩・中央図書館 2F 展示コーナー

11/21（月）～ 12/3（土）　月～金 10:00 ～ 17:00　土 9:30 ～ 12:00

　UNESCO 資料に見るメキシコ／多摩・中央図書館 2F　国際機関資料室

11/28（月）～ 12/3（土）	 終日

　メキシコ・フェア／多摩・後楽園  学生食堂・店舗

昭和初年の競走部員 _『想出の為に』卒業アルバム 1927 商学部より

大正期の競走部員 _『卒業アルバム　1922　商学科』より


